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事
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旣
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嫩
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稱

を

で
 

呼
ぱ
ぱ
て
®

ろ
坡
合
に
は
"
M

g意
義
又
は
解
#
は
勝
率 

み
ら
れ
ぬ
。
勝
#

に
定
め
た
意
義
文
は
嗽
釋
ル 

其
人
の4

み
意
義
又
は
觸
■
，で
、
世
間i

ぱ
ー
通
用
し
な
：
 

い
。
社

會1

船

が

一

少

な

ぐ'

V3 
‘も
關
係
常
の
多
數
が 

I

適
認
ず
る
意
義
を5

^

め
、
I
又
は
解
釋
を
下
さ
，ん
ど 

す
る
な
ら
ば
.、
其
名
稱
セ
’呼S

れ
で
思
^
事̂
物
^
集̂
め
.

て
>
其
类
部
を
く
は
其
多
數
が
兆
她
併
に
ま
し
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酣

時

に
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の

事

物
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ら
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な
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質
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し
て
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ぱ
な
ら
ぬ
ゾ
⑩
し
て
偶
ま
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I

じ
名
稱
て
呼
ば
れ
て
®

つ
て
レ
、
此
特
質
お
傭
べ
か

い
も
の
は
之
を
除
さ
、
：

を
：反
對
に

、

他
の
名
稱
.を
冠

せ
ら
れ
る
も
の
で
<ぉ̂
★
此
特
風
を
有
，す
.る

^

の

は

么

を

收
容
ず
る
。「

自
然
は
飛
躍
を
へ
&
さ
^
^

」

ミ

.武

は

れ

ろ

如

ぐ
に
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の
事
板
も
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界
は
決
し
て
風
银
'明
確
-た

る
.
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^
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が
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す
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に
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述
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西
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を
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を
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て
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な
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英
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に
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バ
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云
ふ
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s

る
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て
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に

於

て

「
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ン

ク
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コ
し
等
を
以
て
呼
ば
れ
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に
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銀
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れ
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し
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狗
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行
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め
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分
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行
業
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る
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濟
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却
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糊
は
务
は
银
枚
で

.が
ゥ
て
も
實
銀
け
で
な
い

.。
跟

&
 

ま
か
る
廣

f
、1

聯

が

激

：̂
^
對

し

て

爲

め

に

な

る

處

の 

は
ね
ばb

ら
ル」

'̂
光
山
氏
は
唱
，へ
て
辟
る
0 

此
等
の
文
句
に
依
れ
ば
、
，公
典
ゆ
利
織
を
第
i

b圓
か

.3:

ぐ
が
V
，
即

ち

有

氣

务

性

か

云

ふ
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に
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こ
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し̂
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行
も
遠
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し
て
，®
る
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思
ふ
が
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を
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す
る一
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行
に
對
し
、
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主
の
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T

に

し

て
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1

に
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共
の
利
猛
を
斷
れ
ざ
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望
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あ
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日
の
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濟
®
織
.に
於
て
は
無
理
な
註
究
ポ
：ル
る

0
此
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光
山
氏
が
之
お
受
け
ね
ぱ
な
ら
ぬW

思
ふ
。
壞
四 

§
「

確
賞
性」

ご
は
.何
て
あ
る
か
0
、
呢

山

氏

は'日

く

>
,
銀 

-行
嫩
借
入
は
返
濟
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激
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付
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ら
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の
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金
を
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れ
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居
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さ
は
、
殊
に
然
シ
で
み
る
。
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し
な
が
ら
、 

倩
務
支
袖
義
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の
孤
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を
驱
す
る
、

J

ざ
は
服
行
に
の
み 

限

ら

な

い

。
：
公

愤

は

勿

論
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傭
で
も
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の
元
刺
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は
約
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通
ら
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行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
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又
保
臉
會
社
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養
間
逮
な
く
保
1

の
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を
爲
す
可
き
で
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る
。
然
れ
ぱ
、
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掷
の「
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性」
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行
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の
特
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來
な
い
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其
定
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て
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て
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ず
る
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然
ら
ば
、
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行
の
本
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の
意
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處
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存
す
る
か
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先
づ
を 

の
®

1

は
余
が
銀
行
業
が
公
共
的
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ 

な

ら
ぬ
ど
生
張

す

る

に

動

しr-* 
,
博
士
か
そ
れ
を
否
定 
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ろ
の
斬
に
あ
る
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®
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し
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ル

義

柳
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點
に
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斯
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解
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述
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がr

公
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 ̂
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"お
す
る
に
反
し
て
余
が
そ
れ
を
肯
定
す
る
の 

結
果
を
來
し
々
る
も
の
で
あ
る
0
從
て
吾
々
は
先
づ
饿 

行
公
共
性
の
問
題
を
論
■
す
る
に
.先
立
つ
て
9
お
義
の 

構
成
に
關
レ
てj

言
す
る
所
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
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因

凡
そ
從
来
の
自
然
科
舉
者
に
依
れ
ぱ
定
義
な
る
も
の 
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過
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現

在

の

經
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を
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め

て

そ
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共
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性

を
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て
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え
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る
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義

を
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ー
め
、

又
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ご

す
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呼
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を
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と

云

ウ

V
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®

ら
れ 

る
ぐ
乍
然
、
架
し
て
斯
i

の
加vn,

も
の
が
眞
の
足
義

云

は

れ

得

る

で

あ

ら

う

か

。

何

と

な

れ

ぱ

斯

る

究

義

は

i

が

や

つ

力

.ご

同

1

の

方

法

を

以

て

す

べ

し

と

主

張

す

結
娘
と
し
て
旣
に
現
れ
た
處
の
過
あ
の
現
象
を
養
理
せ 

る
じ
過
ぎ
な
い
も
の
て
め
る
か
ら
で
あ
る
。
眞
の
定
義 

は
事
物
の
本
廣
を
M
ん
で
起
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
填
に 

過
去
の
經
驗
の
統1

さ
れ
な
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
を
、 

時
の
進
步
に
從
て
新
ら
し
い
經
驗
の
現
れ
る
に
連
れ
，
 

斷
え
ず
定
義
が
改
變
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
結
果
，に 

な
る
0
勿
論
自
然
科
學
の
如
き
f

關
係
の
少
な
い
も 

の
に
あ
ゥ
て
は
、
過
去
の
經
驗
は
，卯
ち
將
来
の
經
驗
で 

あ
る
か
ら
し
て
、
過
ま
の
一
經
驗
の
統J

て
あ
る
定
義
も 

同
時
に
"
將
来
の
終
驗
の
絲i

じ
代
用
せ
ら
れ
得
る
の 

で
あ
る
が
、
時
代
の
進
步
と
密
接
な
，る
關
係
に
あ
る
經 

滴
學
の
如
き
現
賞
科
學
ぁ
，

0
て
は
、
単
に
過
来
の
經 

驗
の
統一

は
決
し
て
本
質
を
欄
ん
だ
眞
平
の
定
義
ざ
は 

云
：へ
な
い
も
の
で
あ
る
n
,，從

て

問

題

；は

經

濟

學

に

於

て 

本
質
を
捕
促
す
る
に
は
如
何
な
る
方
法
を
採
招
す
ぺ
&
 

か
に
#

す
る
。
之
に
»
し
て
博
*
は
從
来
の
ほ
然
科
學

る
の
で
あ

る

が
、
余
は
雜
濟
學
に

あ

つ
て
は
其
水
賞

の
 

捕
掘
は
コ
|
 H

ン
の
生
張
す
.る
が
如
.

<
n
T

根
源
の
服
理」 

に
從
て
根
源
に
！
！る
事
に
依
て
の
み
！

S
'

能
で
あ
ろ
と
信 

す
る
も
の
で
あ
る
。
寧
る
從
來
の
自
然
科
學
も
斯
6
根 

源
の
原
理
に
依
る
本
質
|

の
方
法

I

る
な
ら
ぱ
、

- 

J

層

ょ

く
科
學
の
體
系
を
柳

成

じ

得
に

至
る
で
あ
ら 

ラ
。
余
は
不
完
全
な
る
從
來
の
本
®
捕
従
の
方
法
を
ぱ 

經
濟
學
じ
適
用
し
な
い
か
ら
と
云
つ
て
攻
撃
を
受
く
る 

事

は

，甚

だ

不

愉

快

で

み

る

。
，，
博

±
は

「

理

想

が

*

現

さ 

れ
な
い
銀
行
は
銀
行
で
な
い
を
結
論
す
る
な
ら
ぱ
> 
自 

分
®
手
に
先
づ
斯
ろ
現
象
を
余
は
銀
行
業
ビ
呼
ぶV

足 

め
て
掛
つ
て
、
逆
に
銀
行
業
を
命
名
す
る

と

云
ふ
批
難 

を

愛
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い」

と
云
つ
て
居
ら
れ
る
が

、
 

理
想
じ
依
て
魂
賞
を
限
定
指
導
す
る
定
義
の
仕
方
K
決 

し

，て

博

士

の

云

は

る

：
、
樣

に

自

分

勝

手

な

命

名

論

で

は 

な
い
と
思
'ふ

。寧
ろ
過
去
や
現
在
が
か
ぅ
で
あ
る
か
ら
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事
物
の
本
凰
は
何
時
ま
で
も
そ
ぅ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
と
考C

る
博
士
の
ボ
が
巡
か
に
鹏
斷
潮；

で
は
な
い 

，'か
。
經
濟
生
®
の

本

質

を*

む

の

に

：過

去

や

親

在

の

狀 

態
を
準
と
す
る
の
は
因
襲
を
.標

举

ご

す

る

：囚

は

れ

た 

i

方
法
で
ぁ
る
。
經
濟
生
活
の
眞
の
本
®
を
欄
む
力
め 

に
は
、
過
去
ン
哑
在
並
に
將
来
の
總
て
の
根
源
に
廻
ら

ま

れ

ぱ

な

ま

。
，
即

.
f

落

S

ま
ま
の
は
：

れ
て
は
な
ら
な
い
。
然
し
過
去
の
®
驗
を
掘
下
つ
て
を 

の
振
源
に
横
は
，つ
て
る
永
遠
の
光
に
接
し
.な
け
れ
ぱ 

な
ら
な
い

0
同
樣
に
ま
た
吾
.々

は

現

在

：の
：雜
驗
ど

I
B
L

は
ぃ 

れ
て
は
な
ら
な
い
。
現
换
の
經
驗
を
掘
下
っ
て
そ
の
根 

源

，に

横

は

つ

ダ

輕

る

：理

念

に

：觸

れ

な

け

，
れ

ぱ

な

ら

な
 

^
6
,永
遠
の
光
.
^
,發
す
.̂
ま
る
ま
念
に
依
て
の
み
經
濟 

.

の
本
質
は
8

®
せ
ら
れ
、
嚴
の
定
義
は
可
能
i
な 

る
の
で
ゐ
ろ
。
 

-
,■ 

:.

以
上
の
如
.ィ

で

ふ

る

が

，故

に

，、

過

去

並

に

現

液

の

經 

驗
を
ぱ
め
て
B
想
の
光
を
發
見
し
、
そ
れ
を
：}
義
と
し

固
定
して完全る

„

銀
^
業̂
務
を
不
可
能
な
‘ら
し
む
る 

の
み
な
ら
す
、
-
一.國
全
體
の
金
融
作
W
も
不
圓
滑
ビ
な 

ら
ざ
ぶ
を
得
な
い
の
で
ホ
る
。
銀
お
®
银
行
ね
ふ
所
以 

.せ
，刷g

の
資
金
か
-資
本
化
す
る
の
み
で
^
:く̂
、
更
に
進 

ー
ん
f
^
^
^
:
の
資
本
を
*
も
國
ゆ
の
增
進
を
来
す
様
：に
指
導 

>
^
'
:
て
行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
，̂

い̂
。：
然
ら
す
ん
ぱ
舰
行U

 

预
け
ら
ふ
^
,
®金

も

赋

少

し

マ

銀

行

め

货

出

ぐ

固

！
}
^
す 

，る
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
ホ
ら
ぅ
C

ダ
グ
ラ

ス
K

も 

生
張
す
^
?様
に
、S

代
の
#

會
に
お
け
る
銀
行
の
ヵ
ポ 

偉
大
^
义̂
ふ
の
で
ぁ
る
が
故
に
、
叙
行
が
そ
の
力
を
國 

民
全
體
の
利
益
を
，

S
i
i

す
る
樣
‘，ド
共
前
に
働
か
せ
が 

い

,t云
ふ
事
は
赞
に
緒
々
'し
さ
社
會
問
®
々

®

す

ふ

の 

で
は
な
：け
れ
ぱ
な
ら
な
い
◊
少
く
を
！も
金
融
炸
用
の
圓 

滑
ご114

ふ
點
か
ら
见
も
銀
行
業
は
：公
共
性
を
®

ん
す 

る
必
要
が
ぁ
る
。博
士
の
：

IK::

ふ

樣：：

し
：銀

行

業

は

單

に

「

货 

:

麟

め
W
要

者

，

W

供
給
者
の
間
に
お
ふ

e
i
r
d

の
：計

算

に 

於
て
廣
< 
雨
者V

i

取
引
を
行
ふ
業
務」

で
あ
る
と
す
る

て
經
濟
學
上
の
離
論
を
進
め
て
行
く
事
は
決
し
て
膝平

，. 

な
る
命
名
論
て
溯
な
く
"
服
も
根
源
深
き
®
:
硫
付
け
て 

あ
ら
う

€思
ふ
つ
傅
i
の
論
法
を
川
ゐ
る
な
ら
ぱ

9,.

;

世

‘ 

界
の
銀
行
翻
織
が
變
化
し
て
銀
行
業
力
色
彩
が
異
っ
て 

饿
' る

に

從

、
そ
の
都
度
報
行
業
の
定
義
を
變
更
し
て： 

行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
事1

2

な
る
< 
具
體
的
じ
之
を： 

云
ふ
な
ら
ぱ
，、
博
-
の̂
ー
銀
行
業
に
對
す
る
定
義
は
現
4
^
1 

養
本
：主

濟

激

下

に

於

け

る

銀

行

業

の

究

義

ヤ

あI

 

る

0余
は
グK

タ
ス
•
カ
ッ
セ
ル
敎
授
の
主
張
せ
る
が
如

く
®
層
主
義
經
濟
組
織
，の
下
に
於
て
も
矢
張
ら
銀
行
業
，

.

.

.

. 

1
. 

.

の
存
.

.5:̂

を
考
ふ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
，斯

る

社

紐
 

，
職

ゆ

下

：
^
於

て
こ
そけ完全なる金触作用をザ 

能
な
ら
し
！
め
る
理
想
：̂
,の
餅
；

£

業

を

見

.る

も

の

で

あ

る 

と
す
ら
考
へ
て
2
る̂
も
の
で
あ
る
。
博
士
は
公
共
性
な 

く
し
て
も
銀
行
業
は
可
能
な
る
が
如
く
主
張
せ
ら
れ
て 

ほ
る
が
"
嚴
し
ヤ
そ
う
で
あ
ら
う
か
。
銀

行

業

に

し

て 

公
共
性
を
1
:
ん
.せ
.、ざ
.
1
^
,ん
：か
V .

顔
金
‘は
減
少
し
資
本
は

が

都

き

0
行

養

の

消

*

的

限

黑

を

示

し

た

ふ

の

じ 

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
翁
も
人
間
を
{ル
義
し
て"「

人
間
は 

言
語
を
解
す
る
動
物
な
.力」

と
云
ふ
の
類
に
外
な
ら
な 

い
，
0 

I
然
し
吾
々
は

，
斯
る
消
極
的
な
る5̂

'

義
を
以
て
眞
の 

‘定
義
ミ
す
る
事
は
出
求
な
い
。
自
然
科
學
の
世
界
：し
於 

て
は
鬼
じ
狗
も
ァ
現
賞
科
學
の
世
界
U
於
て
は
斯
る
‘究
：
 

義
は
少
し
も
新
ら
し
い
知
識
1
供
給
し
た
掛
に
な
ら
ぬ
- 

か
ら
で
.あ
る
。
吾
：々

は
人
間
を
定
義
し
て
寧
み「

精
,
 

的
向
上Q

能
力
あ
る
動
，物
な
：ら

ず

る

を

必

要

で

す
 

ふ
如
^
^
-
^
广

同

樣

に

-
^
^
-
^
银

行

業

ル

觉

義

も

取

じ

「

货

幣
 

貸
借
を
通
t
て
；資

命

の

：

窗

給

を
‘針
る
業
務
な
ら」

^
云 

"ふ

止

ま

ら

す

-
更

に

：進

ん

で

奥€^
:銀
1
&業

は

「

■
搏 

財
力
の
指
導
機
關
力
ら
ざ
る
可
か
ら
中」

と
す
べ
さ
で 

あ
る
ビ
⑩
ふ
。
斯
る
積
極
的
定
義
の
方
が
現
賞
科
學
じ
：
 

採
ク
て
は
遙
か
に
眞
波
い
：か
ふ
で
あ
る
。
勿
論
總Vf: 

の

難

行

業

船
；：！？

す

し

ふ

國

民

做

力

の

指

導

機

關

で
：！

な 

か

？̂
.知

れ

な

い：
^
, S
.
.吾

々

の

現

賞

：科

學

を

背

讚

第

す

入

をU.

八
四
P

錄銀行業の公共性

.
諭
，じ
山
崎
博
土
の
批
評

L ：

答，
ふ
第
十
ニ
翦

A

i



(
！

八
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#

錄
銀
行
缴
の
公
共
他
.
論̂
じ5

崎博士の批評に答ふ：敢
十
二
號

H

ハ0

瞬

し
て

M
味
す
る

m
は
過
去

や
現
在
の

銀
行
業
が
m
民

I財

力

の

指

f

妈
機
關
で
あ
る
か
な
い
か
で
は
な
い

0 

n
-

-

^
m

は
寧
ろ
銀
行
業
は
今
後
はM

民
財
力
の
稍
導
機
關
で
な 

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
®
を

說

す

る

に

あ

る

。
余
は
斯
る
. 

行
，励
的
V

立

體

的

な

る

立

揚

に

：
從

來

の

我

金

融

學

者

：が
ー 

P

S
め
な
い
事
を
悲
し
む
も
の
.で
あ
る
。
金
融
舉
者
が 

斯
る
金
融
作
用
の
行
動
的
、
全
®
的
、
有
機
的
方
面
に
目 

醒
む
る
に
至
ら
ん
か
、
我
価
め
金
融
界
も
一
段
の
發
達 

を
促
さ
る
で
あ
ら
ぅ
ご
思
ふ
。
現
に
來
國
ゆ
を
融
學 

薄
は
プ
ラ
I

グ
敎
授
、
ム
，

デ
ト
ン
敎
授
，
パ
I

力
I

激 

授
落
を
初
め
ざ
し
て
> 
織
々
：

g

近
は
金
融
作
用
の
®
的 

有

機

的

方

面

の

理

解

を

深
：®

>

銀

行

組

織

改

善

論

に

於 

て

、
，準

備

銀

行

利

率

指

導

i
i

に
於
て
成
は
市
中
銀
行
の 

貸
出
政
策
論
に
於
て
倾
：聽
に
债
す
る
學
說
を
レ
て
居 

る
0
然

る

に

日

本

の

金

融

，摩

者

は

：
消

極

的

定

義

を

ホ

、ひ
：
 

ご
しV

居
る
が
故
に 

>
ほ
然
過
去
め
因
®

に
，囚

は

れ

、
，
，
 

®
界
金
融
界
を
現
賞
に
招
複
す
る
が
如
タ
、
.，生

き

カ

學

.龍
を
宛
ん
ミ
發
表
し
て
居
な
い
。
然
し
斯
く
云
へ
ぱ
成
. 

は
博
士
は
余
の
言
は
馀
タ
に
徵
情
的
で
あ
る
と
評
せ
ら 

れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
熟
情
の
な
い
所
生
れ
た
眞 

理
は
な
い
の
で
あ
る
。

丑

要
之
"
銀
行
業
が
公
驶
的
で
あ
る
や
不n

や

の

題

は 

結S

經
濟
學
を
ザ
ィ
ンVJ

しV-

収
极
ふ
可
き
か
ハ
ゾ
ル

レ
ン
マ
：̂

て
収
极
ふlE'

き
か
？
云
ふ
立
場
のI?

题
に
歸

.

.

. 

, .
—

 

■
;

着
す
る
の
て
あ
る
。
=從
て
余
ぱ
此
銀
行
業
が
公
共
的
で 

あ
る
や
否
や
の
問
題
を
収
极
ふ
に
先
立
?

、
史
づ
以 

て
經
濟
學
の
^
常
^
:
?る：立
場
は
何
で
あ
る
か
とI

云

ふ

：
事
一

.

.

.

.
;
:
.
,
.
:
:

.

.

.
!
:
■
,
, 

...

に
就
てV

考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，：：v

几
そ
従
来
の
經
W
舉
者
ぱ
經
濟
學
を
以
てJ

 

i
の
禅
：

驗

的

存

在

科

學

ど

做

し

‘
從
て「

で
あ
る
し
を
以
て
經

.

.

. 

•, .

. 

■.

濟
學
，に
斜
す
る
根
本
の
立
場
，.
し 
>
,
で
な
け
れ
ぱ
な
ら 

ぬ
し
を
以
て
一
個
0

愉
理
的
立
*場

ゾ

し

し

"
經

濟

學

の

立
®
 

に
非
レ
ず
-

し̂
て
居
る
。
乍
然
架
し
て
斯
る
膨
度
は
®

當

な

る

も

の

て

も

ら

ぅ

か

。

從

来

の

經

濟

學

者

自

欺

も
 

そ

の

®

「

で

な

け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

し

の

立

場

に

立

'つ

て

經

濟
 

學

に

■

係

し

て

®

な

が

ら

自

か

ら

は

失

に

鼠

が

付

か

な
 

い

の

ヤ

は

あ

る

ま

い

か

、

先

づ

そ

の

好

例

は

マ

\

ク
ス 

の

態

度

で

あ

る

ビ

思

ふ

、
、
即

ち

ァ

W

ス

は

纖

濟

债

値

' 

は

勞

働

の

結

=
i

で

あ

る

ご

云

：つ

て

居

る

が

そ

.必

す

し

も
 

總

て

め

經

濟

惯

値

は

勞

働

の

結

：

€

で

は

な

い

。

然

ら

ぱ

け
ば
な
ら
ビ
は
譽
い
て
居
な
い
。

「

で
も
る

し
ざ
し 

$
い

て

居

な

い

。
，從

て

後

世

の

學

者

遂

は

勞

働

の

結 

晶

で

な

，
い

，經

濟

價

値

が

此

處

1
2

も
：あ
る
力
彼
腐
に
：も
あ
，
 

るW

云
ふ
事
を
指
示
す
る
事
に
依
て
ャ
：t

ル
ク
ス
の
意
. 

見
の
.間
違
を
指
摘
す
る
.に
至
"つ
ね
の
で
あ
る
。
然
し
.斯 

る
學
激
達
は
要
す
る
に
頭
が
悪
ろ
く
て
マ
ル
ク
ス
の
冥 

意
を
汲
ん
で
や
れ
な
い
人
々
に
過
ぎ
な
い
。
眞
に
ャ
ル

マ
グ
ク
ス
の
考
ぺ
は
間
逮
り
て
居
る
か
"
云̂
ふ

ぐ

必

ず\

ク
ス
を
理
解
せ
ん
と
す
る
も
のt

l
、

マ
ル
ク
ス
が「

で
あ

し
も
^
 ̂

,
?
.

で
な
い
。
何
タ
な
ら
ば
，眞
賞
の
輕
濟
價
値
は
一
る
レ
ぐ
し
云
つ
た
そ
の
言
葉
の
う
ち
に「

で
な
け
れ
ば
な
ら 

,
^
 

.、 

. 

♦ 

. 
,
 

.

.

. 

‘へ
 

势
働
の
姑
物
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
恐

\

ぬ」

ビ
云
ふ
根
本
の
精
神
を
發
見
す
可
き
で
は
な
か
ら

ら
ぐ
眞
®
の
經
濟
價
値
が
勢
働
の
結
晶
物
で
な
け
れ
ぱ：

一
ふ&

 

e 

:

要
す
る
に>

 

Iヶ
ク
ス
は「

で
.あ

る

べ

き

だ

レ

ビ

，
云

な
ら
ぬ
云
ふ
理
想
に
至
つ
て
は
"
何
人
も
之
を
否
定
一
ふ
可
き
處
を「

で
あ
る」

と
云
ウ
て
仕
.！
！
ウ
た
の
て
あ

し
得
ぬ
處
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
故
に
マV

ク
ス
は2

!

分

一

る
。
勿
諭
っ
で
あ
ろ
可
き
だ」

と
云
ふ
可
さ
處
を「

で
あ

の
説
を
間
違
：な
ぐ
主
張
す
る
爲
め
に
は
：「

輕
濟
價
値

は

：

るJ,,

と
云
つ
カ
マ
ル
ク
ス
は
、
間
違
に
は
相
逸
な
い
‘が

缴
働
の
結
晶
で
な
け
れ
だ
な
ら
ぬ

」

ご
云
ふ
可
ら

」

で
め
吾
々
は
ょ
ぐ
こ
の
間
雄
を
仕
易
い
も
の
で
あ
る
。
此
の

つ
れ
。
然
る
に
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
第
S

は
余
の
通
間
遂
を
許
さ
な
い
な
ら
ぱ
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
は
矛
盾

®
し
た
ろ
處
ょ
b
云
へ
ぱ
マ
ル
ク
ス
は
決
し
て

「

で
な
に
滿
ち
ね
も
の
に
な
る
セ
あ
ら
う

0

■ 

■ 

' 

! 

; 

:
 

■'
 

■,
 

. 

.
!
,
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難

‘
錄

銀

行

業

の

公

共

性.
論̂
じ
山
崎
博
士
め
批
評
に
答
ふ
ポ

H
1

號

m

以
上
の
如
く
で
あ
る
が
故
に
ブ
少
{
を
も
マ
ル
ク
ス 

は
資
な
論
を「
で
あ
る」

の
形
式
の
下
に
っ
で
あ
る
可
き 

だ
.

fe^

精
脚
を
以
て
誉
い
た
と
云
へ
ょ
ぅ
。さ
れS

こ
そ 

今
日
尙
r
ル
ク
ス
の
資
本
論
が
生
命
め
る
の
ヤ
は
な
い 

の
か
。
斯
ふ
云
ふ
こ
，

V
J

を
考
へ
て
見
る
な
ら
ば
、

マ
ル 

ク
ス
は
*
か
に
經
濟
學
に
對
し
て「
で
め
も
可
さ
だ」

の 

立
揚
を
収
ク
た
も
の
と
云
へ
ょ
ラ
と
思
ふ
。
の
み
な
ら 

す

其

，他

：の

あ

ら

ゆ

る

親

®
學
も「

で
あ
る」
の
形
式
の
下 

に
"，
で
あ
ろ
可<3̂

だ」

を

生

張

し

つ

♦

る

も

の

で

は

な 

2,:

ら
5
か

。

吾

々
は

嚴

し

て

雜

濟

學

の

世

界

に

於

て

.全 

然
間
繞
な
い
よ
う
に「

で
あ
る
一
ご
云
ふ
こ
?
を
云
へ
る

ら
ぱ
社
會
組
織
が
悪
い
た
め
に
例
外
が
出
た
に
し
て 

k
去
る
例
外
は
結
局
は
除
去
さ
る
可
き
で
あ
る
か
ら 

で

あ

'ネ

。

例

i

ぱ
眞
實
の
所
有
は
勞
働
の
菩
積
物
で
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ
ざ
は
i

假

令

現

.在

に

於

て

は 

.勞
嫩の

！
！

積
物
で
な
い
脱
有
め
潭
山
あ
る
た：0

に

「

で 

あ
る」

「

、ザ

イ

ン」

で

は

な

い

'
け

れ

ビ

い

、
社

會

組

：織

の

改 

.造
さ
る
、
に
推
て
、
漸
次「

ザ
イ
ン」

に
接
捉
し
て
行
く 

の
で
は
な
い
で
あ
ら
ラ
か
。「

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
と 

云
ふ
言
葉
は
な
る
！

2:̂

ざ
現
.
.
®で
は「

で
あ
る」

フ
サ
イ
シ」

 

で
は
な
い
け
れ
ご
も 

>
將

來

は

「

で

あ

る

」
「

"サ

イ

ン」

ご 

な

る

可

き-性

質

の

も

の

で

は

な

い

で

：あ

ら

う

か

"

寧

ろ

で
あ
ら
ぅ
か
0
恐
ら
ぐ
如
何
に
完
全
に「

V

あ
る
し
をK

 

™
將
來「

ザ
ィ
ン」

ご
な
.る
可
き
必
然
性
の
あ
る
視
狂
の
ゾ 

づ
ぬ
處
で
、
必
す
時
の
經
過
：だ
共
に
例
外
の
場
合
が
，潭

_
ん
レ
シ
に
就
て
論
ず
る
こ
を
經
濟
舉
の
任
務
で
は
が
い 

山
出
て
來
てr

で
な
い」

こ
ざ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ど
.
.
b
か
。
少
ぐ
ざ
も
私
は
輕
濟
學
な
る
も
の
は
將
來
必
す 

思
ふ
0
然
し
經
濟
は
斯
く
の
如
さ
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
■
濟
的
ザ
ィ
ン
な
る
可
き
處
の
經
濟
的
ゾ
ル
レ
ン
を 

ら
ぬ
云
ふ
精
轉
に
至
つ
て
は
、
，を
れ
が
間
違r

 

居
明
ら
か
に
す
る
ど
を
以
て

‘

t

心
間
題
ご
す
可
き
で
あ 

な
い
艮
り
列
外
ま3

；T

な
い
で
も
ら
う
ざ
®
ふ
。V

冗となるビ考ぺを。換

.言
す
れ
ぱ
經
濟
學
は
過
4|
^
ゃ

現

ぉ

に

.購

す

可

き

も

の
.で

な
<
:て

將

來I,
に

撒

す

可
'タ

も

.の

0 

ふ

然

り

®

濟

舉

は

行

動

の

科

學

(
B
e
h
a
v
i
a

 

Science)

改
造
の
科
學
で
*
る
ご
思
ふ
"
金
が
餓
行
は
，
 

や
共
の
機
關
で
あ
る
ポ
云
ふ
の
も
、
そ
の
賞
は
將
來
銀 

:

行

は

公

共

の

：機

關'€  ̂
3.
^
.
云

ふ

こ

ざ

を

意

味

す

る

も
 

の
で
あ
る
：。
現
®
の
餓
行
が
公
共
の
機
關
で
あ
ろ
ビ
云 

:
^
の̂
で
は
な
い
。
現
在
の
銀
行
が
公
共
の
'機
關
で
な
い 

と
ぜ
余
も
ま
た1 

乂を
知
る
。
W
題
は
將
來
染
し
て
叙 

行
は
公
の
機
闕
ね
ふ
可
き
や
否
や
ざ
云
ふ
®
.
に
あ
る 

の
で
あ
る
。：

銀
行
が
眞
K
公
共
の
機
關
々
る
可
さ
も
の 

で
あ
る> J 

€が
明
か
に
な
れ
ば
>
:社

會

組

織

の

：
改

.
造

を
 

通
じ
て
人
類
は
銀
行
を
公
典
の
機
關
め
ら
し
む
る
に
至 

る
か
ら
、
觀
行
も
將
來
は
.公

共

の

機

關

れ

，'
る

に

至

る

で
 

，あ
ら
ぅ
。
然
る
に
山
崎
博
±
は
銀
行
の
定
義
を
以
て
過 

去
並
に
：現
在
の
銀
行
業
が
斯
々
で
あ
る
か
ら
斯
くi

ル
義 

す
可
き
で
あ
つ
て
V
將
來
を
中
心W

し

て

銀

行

を

{
^
義 

‘す
ろ
も
の
は
自
分
勝
平
の
命
名
論
で
あ

ろ

ご

云

‘
つ

て

居
ら
れ
る
。
然
し
果
し
て
そ
ぅ
で
あ
ら
ぅ
か
。
將
来
を
中 

心W
-
3

て
觀
行
業
を
定
義
す
る
事
が
自
分
勝
手
め
傲
お 

業
のM

義
で
あ
る
云
ふ
の
は
余
に
は
基
だ
受
け
取
れ 

ぬ
說
で
あ
る
。
銀
行
業
が
本
質
的
に
見
て
立
派
に
公
共 

性
を
具
備
サ
可
き
も
の
で
あ
ろ
限
ら
，
銀
行
を
以
て
公 

共
的
機
關
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ホ
ビ
爲
し
、
銀
行
業
を
以 

て
公
共
性
ぶ
る
處
の
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
す

VJ 

カ
說
す
る
ニ
’
tは
何
等
自
分
勝
手
の
命
名
論
で
は
あ
る
，
 

ま
い
ビ
思
ふ
の
で
あ
ろ
。：
：

，
六

：

ゥ

.

.リ

 ̂

'然

ら

ぱ

果

し

て

銀

行

業

は

公

共

的

の

も

の

で

な

け

れ
 

ぱ

な

ら

ぬ

か

。

銀

行

業

が

本

韻

，的

に

見

て

公

共

的

ヤ

な
 

け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

ご

云

ふ

確

®な
る

®左
が

あ

る

か

。

余
 

は

こ

れ

か

ら

此

の

疑

に

對

し

て

答

ふ

る

處

が

な

け

れ
 

ぱ

な

ら

ぬ

。‘
，

.

山
崎
博
±
は
銀
行
業
.の
本
質5

-

そ

の

事

®

的

要

素

で 

あ
る
货
粮
貸
借
の
み
を
認
め
て
そ
の
理
想
的
嬰
素
で
あ

鎮
す

<
◎ 

(

！
A
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難
.

錄

も
公
共
性
を
ぱ
現
代
資
本
主
義
經
濟
組
織
の
下
に
於
て 

は
無
理
な
註
文
で
あ
る
ごi

K

つ
，て

居

ら

れ

る

。
一
然
し
果 

し

て

そ

，
フ

て

あ

ら

う

か

'
。
.
.
余

は

現

代

資

本

虫

義

經

濟

組
 

.織
の
ド
に
於
て
で
も
跟
行
業
の
公
兆
性
は
必
嬰v

f

可
欠 

の
も
の
ご
認
め
る
。
何
故
で
あ
る
か
。
是
れ
銀
行
業
が 

公

共

的

て

な

い

な

ら

ば

、

金

融

作

用

の

完

全

圓

滑

は

.之 

を
期
し
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
。
現
に
流
動
資
本
の 

大
半
を
支
配
し
て
®
る
銀
行
に
し
て
、
そ
の
流
動
資
本 

を
'不
良
t
tの
货
出
に
©
道

し

た

：な

ら

ば

、

輕

濟

界

は

金 

融

撒

：塞

に

依

る

i

般
市
場
性
の「

ケ
乏
ょ
ら
し
て
恐

儒
を 

來
さ
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
假
令
恐
&
を
来
さ
ぬ
に
し
て
も
、
 

經
條
界
は
®

®
力

を

殺

が

れ

て

を

の

發

達

を

，阻

セ

せ

ら 

れ
、
延
い
て
は
鎭
行
の
預
金
は
：減
少3

益
々
金
融
作
训 

め
不
お
来
す
に
至
る
あ
ら
う

VJ

思

ふ

.
、

銀

行

家
 

が

队

界

：
の

前

途

を

考

慮

：
し

>
,欺

；氣

循

擬

の

季

節

を

研

究 

し
て
且
つ
國
力
の
增
®
に
資
じ
得
る
が
如
：さ
有
意
義
な 

る

生

産

に

資

本

を

狼

41：

け

、
，
依

て

：
以

て

1

國

經

銀
行
業
の
公
共
性
.̂
输
じ
山
崎
博
士
の
批
評
に
答
ふ
第
ヤ
ニ
號

1

六SE

濟
界
の
指
導
お
爲
す
ざ
否V

i

は
、
填
に
縛
濟
界
發
達
の 

爲
め
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
金
融
界
•自
體
の
發
©

に
も
多 

.太
の
影
響
を
有
す
る
.も
.の
で
あ
る
。
事
情
斯
く
の
如
く
，
 

で
あ
る
が
故
に
、
余
は
銀
行
業
が
公
典
的
な
る
可
きM

 

:

ご
は
親
代
資
本
主
義
經
»
組
織
の
下
に
於
て
も
必
要
な 

る
要
.仲
で
あ
つ
て
、
決
し
：て
博
士
の
論
♦
る
樣
に
無
理 

な
註
文
で
も
な
ん
て
ら
な
.い
ダ
-思
ふ
。
余
は
找
國
金
融 

學
者
の
隨I

わ

ろ

山

崎

博

士

に

し

て

「

無

理

な

桃

，文

」

だ 

な

ビ
の
言
あ
る
. > 

ざ
を
我
國
の
爲
め
に
想
し
む
も
の
で 

あ
る
。
資
本4

^

義
の
本
山
で
あ
る
米
國
跟
行
界
に
於V

:

 

す
ら
、
最
近
は
銀
行
力
公a

c

性
が
認
め
ら
る
、
に
至
ウ 

:
じ
の
に
、
我
國
が
同
斯
る
倾
向
にi

n o
n

で
め
る
こ
は

" 

:
さ
て
も
遺
憾
極
み
で
あ
る
。

一
要
す
ろ
に
金
融
作
用
の
圓
滑
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
根
；
 

本
®
素
で
あ
る「

公
谈
性」

を
ぱ
銀
行
業
の4

4

質
ご
し
て 

認
め
ざ
る
魄
士
の
所
論
は
、
干
，物
魚
を
以
て
生
け
る
儀 

を
律
せ
ん
.

VJ

す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
銀
行
業
を
以

一：，で
：取

に

货

脾

貸

借

ご

云

ふ

事

赏

的

要

素

の

み

に

.限

る

も 

の
は
銀
行
業
の
干
物
数
論
で
あ
る
。
定
義
i
し
て
間
遂 

て
ね
居
な
い
が
®
に
®
要
な
.る
要
紫
を
看
週
せ
.るi

f

に 

於
て
不
完
全
な
る
定.； i

^

で
あ
る
。

傅
t

は
も
つ
，と
現
®
 

の

銀

行

業

を

そ

の

生

け

る

が

ま

>
^
*
に

見

な

け

れ

ず

な

ら 

ぬ

.

.少
論
£
濟
％
な
る
も
の
が
現
賞
抖
學
で
な
け
れ
ぱ
. 

鬼
に
侦
：得
も
經
W
學
な
る
も
の
が
劾
々
に
.生
々
凝
城
す 

る

現

货

を

對

敛

す

る

：.

CD

の
な
る
以
上
、
そ
の
所
論
も 

.ま
び
现
S

め
上
に
打
®
 

.
X
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
も
め 

と
信
ず
る
。
博
士
は
從
來
の
a
然
科
舉
的
の
殺
物
的
觀 

測
法
に
依
て
銀
行
業
を
，览
義
せ
る
が
故
に 

眼
：±
の
服 

に

は

秘

ダ

ぱ

銀

行

衆

力
！！

か

の

飯

れ

業

VJ

し
て
眺
す
る 

r

^

Mつ
た
の
で
あ

る

が

> 
少

く

と

も

銀
行
業
の
奥
に
®
 

し

，

作

儿

ホ

心.の
生
け
る
銀
行
論
を
柳
姚
せ
ん
ざ
す
る

.
 

な
ら
ば
、
ご
ぅ
し
て
も
進
步
性
、

:

ル
企g

、
理
想
性
の
上 

に
立
て
る
活

物

的
觀
察
法
を
通
じ
て
、
生
け
る
が

ま

、 

に
銀
行
業
を
理
解
{
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
、/

J 

a
ふ
。
金
は

所
る
立
場
に
立CV

が
故
に
"
銀
行
業
の
公4

、

性
の
方
を 

.

，遙

か

に

そ

の

貨

幣

貸

借

作

用

ょ

み

も

重

大

な

る

要

索

に 

者
へ
る
も
の
で
わ
る

◊
池
象
的
に
考
へ
.る
か
ら
公4

、

性 

:
V

ざ
K
够
貸
借
作
用
と
は
分
離
し
て
蒋
住
し
て
居
る
樣
に 

I

見
え
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
a(

體

的

に

：見

る

な

ら

ば

公

共

性 

.
，す
，货

龄

貸

借

作

用

ご

は

炎

し

て

！1

物
で
は
な
い
の
ガ
あ 

I

る
。
；寧-0

同，一

物
の
！1

面

，で

あ

る

ハ

，公

，
後

性

め

れ

ぱ

こ
 

™
そ
货i

?

貸
借
作
用
は
そ
れ
だ
け
存
在
性
を
仔
す
る
の
で
，
 

\\

あ

る

。

公

典

.性

が

な

く

な

る

な

ら

ぱ

货

够

貸

借

作

用

は 

I

そ
の
完
全
な
る
存
在
性
を
失
，ウ
て
遂
に
は
高
利
贷9

如 

一
き
も
の
に
墮
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
，。
我
姆
の
銀
行
業 

\  
.は

形

式

的

、

干

物

お

的

に

見

る

な

ら

ぱ

銀

行

簾

で

あ

る 

1:::

か
，も
知
れ
な
い
が
、
內
容
的
、
具
體
的
にE

ル
る
な
ら 

確
か
に
未
だ
高
利
貸
の
斬
岡
を
脱
し
な
い
こ
と
は
ほ
に 

識

^
^
?
の

認

め

て

居

る

處

で

あ

ら

ぅ

，ビ

⑩

ふ

。

余

ょ

：
 ̂

C 

- 

,

公

サ

性

を

看

過

し

て

銀

行

業

を

抽

象

的

に

.；；ル
義
す
る 

，じ
の
不
可
な
る
，、
ざ
を
痛
®
す
る
も
の
セ
あ
る
。

レ

☆
 

* 
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C 
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業
の
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論
じ
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崎
博
士
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批
評
に

答
ふ

筋

十

二

號

！

六
冗



◎
十

八

翁

2

八
照
0

灘
；

0:

r
 

セ

'
，：

1

以

上

に

於

て

余

は

現

！
^
科

學

の

立

場

ょ

り

す

れ

ぱ

公 

：S

性
を
以
て
銀
行
業
の
道
義
の
第J

要
素
に
數
へ
な
け 

れ
ぱ
な
ら
ぬ
#
を
明
か
に
し
れ
の
て
め
：る
が
、
然
し
此 

公
兆
性
な
る
も
の
ぱ
之
★
閥
有
め
如
；.き
事
'ご
®
同
し
て
. 

は

な

ら

な

：い

"

即

ら

銀

行

業

が

公

共

的

で

な

け

れ

ば

な 

ら
ぬ
マ」

云
ふ
事
は
*
銀
行
業
が
國
布
ご
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い\

レ
云
ふ
事
を
意
味
す
る
.も
の
で
は
な
い
0

こ 

れ
銀
行
業
の
公
共
性50:

は
®
行
業
が
可
能
な
ら
し
め
る 

;

所

：の

金

融

作

用

を

最

も

位

ぐ

：稍

導

じ

て

完

全

な

も

も

の

. 

に
す
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
，
あ

つ

て

、
.
単

に

金

融

作 
:

用
を
可
能
な
ら
し
め
る
：銀
行
業
：の
主
膽
が
私
人
た
る
，

VJ. 

公
人
れ
る
^
を̂
問
は
な
い
か
ら
で
あ
る
"
银
行
業
.の
.
1
9 

I
T

か
私
人
.か
ら公

人
.！,r

移
ジ
た
處
セ
肝
心
な
金
融
作
用 

の
；®

導
が
拙

で

あ

る

な
：ら

ぱ
何
の
役
に
も
立
た
び
ぃ
の 

，で
も
る
*
:躯

ぱ

如

何

に

：レ

て

金

融

作

用

の

指

導

を

1
,

層 

良
く
行
ふ
可
さ
か
：で
あ
る
。
此
の
た
め
に
は
跟
行
組
織

銀
行
業
の
公
共
性
論
じ
山
崎
博
±

の
‘批

評

じ

答

み

镇

ナ

ニ

號

！

六
六

の
改
善
も
必
要
で
ぁ
ら
う
。
：銀
行
貸
出
政
策
の
改
善
も 

必
要
で
ぁ
ら
う
◊
中
あ
銀
行
の
兌
換
制
族
並
に
割
引
政 

h

策

の

改

善

も

必

，要

で

ぁ

ら

う

。
，
然

し

そ

の

®

本

的

の

要 

K
:
,
無
は
銀
行
業
#
の
自
覺
で
ぁ
る
。
從
来
の
如
く
觸
行
難 

P

紫

が一

に
も
ニ
に
も
利
盤
を
標
準
に
し
て
银
行
業
を
經 

;
:
;

營
し
て
行
く
の
で
は
、
何
時
ま
で
經
つ
て
も
金
a
作
用 

の
完
全
な
る
指
導
は
之
を
望
ま
れ
な
い
。
勿
論
利
猛
を 

求
め
る
‘事
は
媒
い
事
で
は
な
い
が
、
之
を
銀
行
業
經
營 

,
1
.

の
標
準
ご
す
る
の
が
細
い
の
で
ぁ
る
。
銀
行
業
.經
營
の 

リI;

眞
め
標
f

i
 1

1

産
物
の
增
加
を
；
ろ
ざ
共
に
そ 

1

の
生
産
.物
の
：公
平
•な
る
分
配
を
^
能
な
ら
し
：め
る
可
さ 

一！：：
點

に

ぁ

る"
：
；̂
言
す
れ
ぱ
經
濟
界0

^

導
：に
ぁ
る
。
' 斯 

'て
る
經
濟
界
指
導
の
結
果V

し
て
‘報
酬
を
收
得
す
る
事
は 

:

,
差
支
べ
は
な
い
が
、
斯
を
報
酬
の
如
何
を
.標
準
と
し
て 

‘

報
行
業
を
雜
營
し
て
は
な
ら
な
い"

元
來
銀
行
業
.

る 

の
は
合
理
的
な
理
蒲
な
業
務
で
ぁ
る
が
故
に 

> 刹
益 

を

主

と

し

な

い

で

統

計

的

に

報

酬

本

位

で

，#

營

出

來

る

雜

報

可
：を

，も

の

50

信

す

る
C
例
H
:ぱ

银

行

，は

經

費

並

に

重

役

：.：：

，
，
で

は

な

い

か

。

0
K

正
十
一§

十==：
i 

S 

の
報
酬
に
预
金
の
原
價
を
；

§

ベ

た

：る

一

も

め

ょ

り

算

定

し

. 

>

て

貸

出

利

衆

を

決

定

し

：ィ

ポ

脚

て

銀

行

經

營

を

な

し

て

行 

く
事
も
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
.勿
論
貸
倒
れ
の
危
險
は 

あ
る
で
あ
ら
う
が
、
 ̂J

れ
も
絲
對
を
と
ウ
て
雜
费
の
中 

に
算
入
す
れ
ぱ
良
い
で
あ
ら
う
"
資
金
の
®
給
M
係
が 

利
に
及
ぼ
す
影
響
は
"
大
體
S
金
®
偵
の
算
定
を
®

々
に
變
更
す^

0

事
に
依
て
充
分
之
を
考
慮
す
る
事
が
出

來
ょ
'う
と
思
ふ
。

.

.

.

.

.

.

斯
く
の
如
く
し
て
銀
行
業
が
從
来
の
如
さ
利
S
本
位 

の
立
場
か
ら
し
て
報
酬
本
位
の
立
場
に
變
W
界
指 

線
を
以
て
根
本
の
標
準W

す

る

に

至

ら

ん

が

"
^
恐

ら

く
 

從
來
の
如
き
放
漫
な
る
貸H

過
撰
の
#

戒
や
無
謀
な
る 

放

養

に

：依

で

金

融

界

來

じ

：金

融

作

用

の

圓

潜 

を

害

す
.る

樣

な

こ

ざ

，
は

な
'
^
'な.る
.で
あ
ら
ラ
。
ま
セ
現
.

に
銀
行
業
の
集
中
> 
銀
行
業
の
大
經
營
化
は
盤
々
銀
行
r 

業
の
斯
る
公=3：

的
色
傲
を
高
め
つ
、
あ
る
を
見
受
け
る

秘

十

八

卷(
1
<

四
九〕

雜

錄

銀
！；？

業
の
公
北
ハ
蚀
論
じ
m
崎
博
士
の
批
評
に
答
ふ

0
理

財

學

會

執

榮

大

會

十

‘一
月
六
日
平
後
ニ
時
ょ
り 

.三
十
二
番
敎
室
に
於
て
開
他
演
題
左
の
如
し 

、1
佛
蘭
西
學
派
の
經
濟
學
，
增

井

幸

雄

ほ 

1

雜
感
 

及.川
恒
忠
氏 

一

日

支

資

易

關

係

に

就

て

小

时

俊

三

郎

氏
 

閉
會
後
萬
來
舍
に
於
て
晩
®
會

を

他

し

午

後

<

時

半

散 

會
す
、
出
照
者
左
の
如
し 

，
小
村
俊
ニ
；郞
氏
堀
江
先
生
增
弁
先
生 

三
ギ
粋
事
夏
目 

11

ギ幹事槽谅後藤渡谷
 

一年粋
事

.
' 
奥

r

a
平卿旧中寺本

'1

力セ


